
よこから、どんどん
くるくるなーんだ？
うえから、どんどんくるくるなーんだ？
おつぎは、ごはんをくるくるするも
のなーんだ？
さあ、わかるかな？

日本の歴史の中で、皇后の
果たした役目とは何だった
のか。作家の参考資料に
も使われるほど、豊富な資
料と取材による読み応え
のある本になっています。

のな
あ
な
さ

つぐみの家に迷い込んできた、
病気で目がつぶれかかった子
ねこ。助けるためには手術で目
玉をとらなければならず…。実
話をもとにした目が見えな
い子ねこと、女の子の
物語です。

総合病院のカフェに集う
不満も満足も口にしない
でわだかまりをかかえた
中年夫婦のこころと身
体と病をえがく長編
小説。

最近話題の焼きヨーグ
ルト。ヨーグルトは腸内
環境を整え、美肌、免疫力ア
ップといいことづくめ。ぜひ
お試しください。もうすぐごはんの

時間。ちらかった
ものが、みんなおうちに帰ります。
おかたづけがすきになる、たのしい
絵本です。

大吾とお駒の
名コンビが、幕末
の大坂を舞台に人

情たっぷりに謎を解く。読了後、きっと
大事なひとに会いたくなります。

K o n a n  B o o k  C a f e

問い合わせ
　野市図書館

　香我美図書館

　夜須図書室

　吉川図書室

　  休館(室)日は別紙カレンダーを参照
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ねこ。助けるためには手術で目
をとらなければならず…。実
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の子の
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話をもとにした
い子いいいいいいい ねこと、女の子の
物語です。

情
大事なひ

焼きヨーグルトレシピ
井澤由美子／著

どんどんくるくる
中尾昌稔／文
岩田明子／絵

天満明星池
加瀬政広／著

おうちにかえろう
青山邦彦／作

皇后考
原  武史／著　　　　　

院内カフェ
中島たい子／著　　　　　

目の見えない子ねこ、どろっぷ
沢田俊子／文　田中大六／絵　　　　　

　
☎56-3434

☎55-0022

☎54-2121

☎55-0525

野

野

野

香

　　香

夜

夜

夜

吉

ととし かん
ナビ

最後の詩集
長田  弘／著

野野

「人生がよい一日で
ありますように」という詩
で終わる、陽気な詩人を貫
いた長田さんの思いが伝
わってくる最後の本の

贈り物です。
香

「洗うのが面倒だから」「取り替え
るのが面倒だから」という面倒くさ
がりの私（整理収納アドバイザー）
のラクするための工夫やモノ選び。
参考にしてみませんか？

わたしがラクするモノ選び
Emi／著 香

10：00　～
12：00

10：00　～
12：00

10：30　～
11：00

10：30　～
11：00

香我美

図書館

野市

図書館

絵本読み
聞かせ
おはなし
の会
なんじゃ
もんじゃ
なんじゃ
もんじゃ

12日（土）
26日（土）
2日（水）
16日（水）
12日（土）
26日（土）
19日（土）

プ
チ

日にち内容 場所 時間

９月のおはなし会

も

なおものが、みんなものが みんな 貫貫

くるくるな んだ？

市のうごき（Ｈ27.7.31現在） 〔 〕は昨年同月対比
■人口/34,050人 

■世帯/14,584戸

（男/16,433人 女/17,617人）

■出生/28人　　 ■死亡/27人

■転入/123人　 ■転出/147人

■対前月人口比/23人減

7月の火災・救急出動件数

■火 災

■救 急

7月の交通事故

■事故件数

  　　死者

     傷者

2件〔1件増〕

132件〔8件減〕

6件〔5人減〕

0人〔増減なし〕

7人〔5人減〕

市のうごき
■人口/34,050人 人 

■世帯/14,584戸戸

（男/16,433人33人 女/1

■出生/288人 　 ■死

■転入/12123人　 ■■転転

■対前月人口比/23前月人口比/
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